
Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

中
国
語
新
聞
の

紙
面
編
集
の

史
的
考
察
（

下
）

馬．

挺 、

前
書
き

　
中
国
語

新
聞
の

史
的
区
切

り

に

つ

い

て

　
　
　
第
一．
節
　
中
国
語
新
聞
の

萌
芽
期
の

紙
面

（

？

〜
十
九

世
紀
初
期
）

一
、

古
代
新
聞
の

紙
面
に

つ

い

て

二
、

『

京
報
』

に

つ

い

て

三゚
、

萌
芽
期
の

新
聞
の

紙
面
構
成
に

つ

い

て

の

ま

と

め
．

　
　
　
第
二

節

　
中
国

語
新
聞
の

成
立

期
の

紙
面
（

一

八
一

五

年
〜
一

八

七

四

年
）

一
、

最
初
の

近

代
型
中

国
語
新
聞
『

察
世
俗
毎

月
統
記
傳
』

（

一

八
一

五

〜

　
一

八

二

一

年
）

二
、

後
継
紙
と

そ
の

他

三
、

近

代
型
新
聞

紙
紙
面

構
成
を

採
用

し

た

最
初
の

新
聞
紙

四、

中
国

語

新
聞
の

成
立

期
に

お

け

る

紙
面

構
成
に

つ

い

て

の

ま

と

め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

以

上

「

上
」
）

　
　
　

第
三

節

　
中
国

語
新
聞
の

発
展
期
の

紙
面

（

一

八

七

〇
年
代
後
半
〜

　
　
　
　一

九
五

〇
年

代
前
半
）

　
　
　
　
　
　
　 ．

1
『

申
報
』

を

中
心

と

し

て

の

検
証

一
、

『

申
報
』

の

概
要

二
、

『

申
報
』

の

編
集
方
針
と

紙
面

構
成

三、

そ
の

他
の

新
聞

の

紙
面

と

発
展

期
に

つ

い

て

の

ま

と

め

　
　
　

第
四

節
　
中
国
語

新
聞
の

充

実
期
の

紙

面

（

一

九

五

六

年
以
降
）

　
　
　
　
　
　
　

1
『

人
民

日

報
』

を

例
と

し

て

一
、・

『

人
民

日

報
』

の

概
略

二
、

一

九
五

六

年
の

紙
面

刷
新
に

つ

い

て

三
、

文

化
大

革
命
の

期
間

四
、

『

人
民

日

報
』

の

紙
面
に

つ

い

て

の

ま

と

め

後
書
き

　
中
国

語
新
聞

の

紙
面

構
成
に

お

け
る

二

大

源
流
の

融
合
に

つ

い

て

中
国

語
新

聞
の

紙

面

編

集
の

史

的
考
察

（

下
）

馬

　
　

挺

＊

非

常
勤
講

師

　
マ

ス

コ

ミ

論

　
中

国

新
聞
史
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明
星
大

学
研

究
紀
要
【

日

本
文

化
学
部
・
言

語
文
化
学
科】

第
十
三

号

　
二

〇
〇
孤

年

第
三

節

中
国

語
新
聞

の

発

展
期
の

紙
面

　
（

一

八

七

〇

年
代
後
半
〜
｝

九
五

〇
年
代
前
半
）

　

1
『

申
報
』

を

中
心

と
し

て

の

検
証

　
一

八

七

四

年

に

創
刊
さ

れ

た

『

循
環
日

報
』

は

中
国
人
に

よ
ウ

て

創
立

さ

れ

成
功

し

た

最
初
の

中

国

語

の

新
聞
で

あ

る
。

よ
っ

て

中
国

語

の

新
聞

の

成
立

期
か

ら
、

発

展
期
に

入

る

と

考
え

る
こ

と

が

で

き

る
。

そ

し
て、

十
九
世

紀

後
半
か

ら

七

十
年
間

ほ

ど
の

二

十
世

紀
の

前
半
に

至

る

と、

中
国
の

新
聞
は

す
で

に

現
代
型
の

新
聞
に

な

る
。

発

展
期
は
こ

こ

を

も
っ

て

区

切

る

こ

と

に

す
る

。

　
萌
芽
期
と

成
立

期
に

お

け

る

検
証

に

お

い

て

は、

外
国
人

に

よ
っ

て

創
刊
さ

れ

た

新
聞
が

多
か

っ

た
の

で、

区

別
す

る

た

め

に

特
に

「

中
国
語

新
聞
」

と

強
調
し

て

き

た

が、

発

展
期
に

な

る

と、

中
国

語

の

新
聞
が

主

流
に

な
っ

て

い

る

た

め、

以
下

必

要
な

場

合

を

除
い

て

「

中

国

新
聞
」

と

呼
ぶ
こ

と

に

す

る
。

　
発
展

期
に

お

い

て

存
在

し

て

い

た

中
国
の

新
聞
は

数
え

切

れ

な

い

ほ

ど

で

あ
る

。

『

中
国

近

代
報
刊
名

録
』

に

よ

る

と
一

八

七

五

年
か

ら
一

九
一
一

年
ま

で

だ

け

で

も

千

七

百

点
以

上

の

新
聞
雑
誌

の

名
前
が

列
挙
さ

れ

て

お

り、

そ
の

中
の

大
部
分
は

新

聞
と

み

ら

れ

る

刊
行

物
で

あ

る
。

中
国
新
聞
の

紙
面
構
成
を

考
察
す
る

た

め

に、

こ

れ

ら
の

新
聞
を

全
部
考
察
す

る

こ

と

は

ほ

と

ん

ど

不

可

能
で

あ

り、

ま
た

そ

う
す
る

必

要
も

な
い

で

あ

ろ

う
。

　
本
節
に

お

い

て

は、

中
国
の

新
聞
史
上

最

も

長

い

歴
史
を

も

ち、

発
展
期
の

ほ

ぼ

始
め

か

ら

終
わ

り

ま

で

を

占
め、

影

響
力
が

非
常
に

大

き

か

っ

た

新
聞
紙
の

『

申

報
』

を

取

り

上

げ

て、

そ

れ

を

軸
に

し

て、

そ

の

他
の

紙
面
構
成
に

大

き

な

意
義
を

も
つ

新
聞

を

抑
え
て

検
証
し

よ

う

と

思

う
。

120

一
、

『

申
報
』

の

概
要

　
（

冖
）
　
創
立

の

背
景

　
一

八

四

二

年
中
英
「、
南
京
条
約
」

を

初
め

と

し

て
、

　一

八

六

〇
年
中
露
「

北
京
条

約
」

に

至

る

ま

で
、

清
政
府
は

英
・

米
・

仏
・

露
の

列
強
と
一

連
の

不
平
等
条
約
を

結
ぶ

こ

と

を

余
儀
な

く

さ

れ

た
。

中
国
の

門
戸
は

大
き

く

開
か

れ

て、

半
植
民

地
化

へ

と

進

む

と

同
時
に
、

各
港
に

お

け
る

商
業
活
動
が

活
発
に

な
っ

て

い

っ

た
。

さ

ら

に
一

八

七

〇
年
代
か

ら
　

八

九

〇

年
の

問、

在
華
の

外
国
人
に

よ

る

新
聞
の

発
行
の

数
量
と

場
所
が
一

層
発
展
し
、

商
業
情
報
紙
と

政
論
新
聞
の

正

式
な

登
場

に

よ

っ

て、

外

国

人
に

よ

る

在
華
の

新
聞
の

創
立

活
動

は
ピ

ー

ク

に

達

し

た
。

『

申
報
』

の

登
場

は

そ
の

ピ

ー

ク

の

前
触
れ

で

あ
っ

た
。

　
（
二
）

　
創
立
者
と

目
的

　
『

申

報
』

は
一

八

七

二

年
四

月

三

十
日

に

イ

ギ

リ

ス

人

事
業

家
の

メ

ジ

ャ

ー

（

国

∋
o
°。

け

ζ
包

δ
「

中
国

語
名
：

美
査

　
一

八

三

ニ

ー
一

九

〇

八
）

に

よ

り

創
立

さ

れ

た
。

「

申
」

と

い

う

字
は

歴

史

上

の

人

物

に

由
来
す
る

上

海
の

代
称
で

あ

り、
『

申

報
』

と

は

『

申
江
新
報
』

の

省
略

で、
「

申
江
」

は

地

元

を

表
わ

し、

「

新
報
」

と

い

う
の

は
、

同

時
期
の

新
聞
が

「

邸

報
」

や

『

京
報
』

の

よ

う
な

古
い

「

報
」

と

区
別

す

る

た

め

に

用
い

た
一

般
的
な

呼

び

方
で

あ

る
。

　
『

申
報
』

初
め

は

隔
日

刊
で、

第
五

号

（

一

八

七

二

年
五

月
七

日
）

か

ら
日

刊

（

日

曜
除
く）

に

な

っ

た
。

メ

ジ

ャ

ー

は

『

申
報
』

を

中
国

人
が

読
め

る

新
聞
に

す

る

こ

と

を

決
意
し、

従

来

の

外
資
系

新
聞
と

違
っ

て、

外
国

人
の

宣
教
師
に

よ

る

編

集
者
で

は

な

く、

中
国

の

こ

と

を

よ

く

知
っ

て

い

る

中

国
人
の

知

識
人

を

招
い

て

「

主
筆
」

や

編
集
者
に

委

任
し

て

い

た
。

初
代
総
主
筆
は

蒋
苗
湘
で、

後
に
一

八

八

N 工工
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　〔
75）

四

年
に

科
挙

で

「

進

士
」

に

及

第
し

て
、

『

申
報
』

か

ら

離
れ

た

と
い

う
。

　
実
は

メ

ジ

ャ

ー

は

貿
易

で

損
を

し

た

た

め
、

新
聞
業
・

印
刷
業
に

投
資
し、

利
益

を

得
る

の

が

『

申
報
』

を

作
る

本
来
の

目

的
で

あ
っ

た
。

最
初

、

メ

ジ

ャ

ー

は

「

新

閾
者
真
可

便

民
而

有
益

於
国
家
者
也

（

新
聞
と
い

う
の

は、

庶
民

に

便
利
を

与
え、

国

に

利
益
に

な

る
）

」

（

『

申
報
』

一

八

七
二

年
五

月

四

日

『

論
申
江

新
報
縁
起
』
）

と

述
べ
、

中
国

人
と

中
国
の

た

め

と

い

う

創
刊
の

目

的
を

打
ち

出
し

た

が
、

三

年
後、

つ

い

に

新
聞
の

経
営
に

よ

っ

て

営
利
を

計
る

こ

と

が

本
当

の

目

的

で

あ
る

こ

と

を

明

ら
か

に

し

た

（

『

申
報
』

一

八

七

五

年
十
月

十
一

日

『

論
本
報
作

報
本
意
』）

。

中
国

人
に

よ

る

編
集
も

、

営
利
の

目

的
を

達
成
す
る

の

一

つ

の

経
営
手

段
だ

っ

た

と

も

伺

え

る
。

　
（
三
）
　
『

申
報
』

の

経
営
方

法

　
『

申
報
』

の

創
立

よ

り

十
年
ほ

ど

前
に、
『

上

海
新
報
』

が

す
で

に

創
立

し

て
、

大

き

な

影
響
力
を

も
つ

新
聞

紙
に

な
っ

て

い

た

の

で、
『

申
報
』

は

初
め

か

ら、
『

上

海

新
報
』

を

競
争
相
手

と

み

な

し

て、

い

ろ

い

ろ

な

経
営
上

の

戦
略
を

目

論
ん

だ
。

　

ま

ず、

創
刊
し

て

ま

も

な

く

日

刊
紙
に

し
、

ま

た

『

上

海
新
報
』

の

価
格
三

十
文

に

対
し

て、

価
格
を

八

文
に

ま

で

抑
え、

上

海
だ

け
で

は

な

く
、

杭
州、

南
京

、

漢

口、

天
津
な

ど

で
、

販

売
を

進
め

た
。

　
『

上

海
新
報
』

も

『

申
報
』

の

創
刊
後
す
ぐ

日

刊

紙
に

変
わ

り、

値
下

げ

し、

内

容
を

刷
新
し

た

が
、

コ

ス

ト

が

高
く

て
、

損
失
が

多
か

っ

た

の

で、
『

申
報
』

に

敗

れ

て、

つ

い

に
一

八

七
二

年
に

廃

刊
に

な
っ

た
。

『

申

報
』

は
一

八

八

二

年
の

『

字

林
滬
報
』

の

登

場
ま

で、

中
国
の

日

刊
紙
と

し

て

独
占
状
態
を

維
持
し

た
。

　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
〔
76）

　

発
行
部
数
は

最
初
六

百

部
で

あ
っ

た

が、

四

年
後
に

は一．】
千
部
に
、

一

九
一

九
年

に

は
三

万

部
く

ら
い

に

な

り、

資
本
金
も

創
刊
時
の

千
六

百
両
（

白

銀
）

か

ら
、

　一

　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

（
77）

九
一

二

年
に

は
一

万
二

千
圓

（

銀

圓
）

に

な

っ

た
。

メ

ジ

ャ

ー

は
一

八

九
九

年
に

帰

中
国
語
新
聞
の

紙
面

編
集
の

史
的

考

察
〔
下）

馬
　

　
挺

国
す
る

と

き、

す
で

に

三

十
万

両

の

資
金

を

も
つ

大

金

持
ち

に

な

り、

営

利
の

目

的

は

果
た

し

た

の

で

あ

る
。

　
『

申
報
』

は
一

九

〇

七

年
に

七

万

五

千
圓

（

銀
圓
〉

で

中
国
人
の

席
子

佩
に

売
ら

れ
、

以
来、

『

申
報
』

は

名
実
と

も

中
国
人
の

新
聞
紙
に

な
っ

た
。

二、

『

申
報
』

の

編
集
方
針
と

紙

面
構
成

・
（

一
）

　
編

集
方
針
に

つ

い

て

　
『

申
報
』

は

積
極
的
に

販
売
戦
略
を

推
進

す

る

と

と

も

に、

萌

芽
期、

成
立

期
に

お

い

て

形
成

さ

れ

た

中
国
語
新
聞
の

伝
統
的
編
集
方
針
を

大

き

く

改
革
し

て

い

っ

た
。

　
ま

ず、

中
国
語
新
聞
と

し

て

『

申
報
』

は

初
め

て
ニ

ュ

ー

ス
、

論
評、

文
芸
副

刊

と

広
告
と

い

う
四

つ

の

基

本
要
素
を
一

つ

の

新
聞
に

そ

ろ

え

た
。

　
『

申
報
』

は

ニ

ュ

ー

ス

と

論
評

を

非

常
に

重
視
し、

こ

れ

を

最

優

先

に

し

て、

で

き

る

だ

け

「

邸
報
」

と

の

区
別
を

は

っ．
き

り

さ

せ、

大
量
の

国
内

外
の

ニ

ュ

ー

ス

を

掲
載
し、

ま

た
ニ

ュ

ー

ス

の

速

報
性
に

も

注
意
を

払
っ

て

い

た
。

一

八

八
二

年
一

月

十
六

日

に

『

申
報
』

は

開
通
し

た

ば

か

り

の

天

津
上

海
間
の

電

報
線
を

利
用
し

て、

清
の

朝
廷
の

諭
旨
を

直

ち
に

電

送

さ

せ

て

掲
載
し

た
。

こ

れ

は

中
国

新
聞
史
上

最
初

の

電

信
記
事
で

あ

る
。

中
国
新
聞
史
上
の

最
初
の

「

号
外
」

も

『

申
報
』

に

よ

る

も

　
　

　
（
78）

の

で

あ

っ

た。

　
論
評
に

つ

い

て

は
、

創
刊
か

ら

基
本
的
に

毎
日
一

つ
、

時

に

は

二

つ

の

論
説

を

載

せ
、

内
容
は

鉄
道
建
設
か

ら

地

球
に

関
す
る

科
学
知

識
に

至

り、

纏
足

反

対
の

論
説

　
　

（
79）

も

あ
っ

た
。

　
「

副
刊
」 、

つ

ま

り

詩
文、

絵、

随
筆
な

ど
の

内
容
を

主

と

す
る

文
芸

的
紙
面
の

存

在
は

中
国
新
聞
の
一

つ

の

独
特
な

伝
統
で、

そ

の

濫
觴
は

『

申
報
』

の

創
刊
か

ら

始

ま
っ

た

詩
文

の

掲
載
で

あ

る

と
い

わ

れ
、

　一

九
一
一

年
八

月
二

十
四

日

か

ら

登

場
し121
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【

日

本
文
化
学

部

二

琶

語
文
化
学
科
】

第
十
三

号

　
二

〇
〇
五

年

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
（
80）

た

『

自
由
談
』

副
刊
は

当

時
最
も

人
気
が

あ

る

副
刊
で

あ
っ

た
。

　
広
告
に

つ

い

て、

『

申
報
』

で

は

相
当

な

紙
面
を

占
め

て

お

り、

内

容
も

さ

ま

ざ

ま

で

あ

る
。

創
刊
号
の

八

面
の

中
で

も
二

面

半
く

ら

い

の

紙

面

は

広
告
と

貿
易
の

相

場
情
報
で

あ
っ

た
。

　
『

申
報
』

以
前
の

新
聞

は
、

宣
教
師
に

よ

る

も

の

が

論
説
文
を

主
と

し、

商
人
に

よ

る

も
の

は

ニ

ュ

ー

ス

を

重

視
し

て

い

た

が
、

『

申
報
』

は

営
利
が

目

的
で

あ

り、

売
り

上

げ

と

広
告
料
が

主
な

財
源
な
の

で、

読
者

の

さ

ま

ざ

ま

な

好
み

に

注
意
し

て

販

売
を

拡
大

し、

広
告
主
を

確
保
し

な

け
れ

ば

な

ら

な

か
っ

た
。

そ

の

た

め

に

読
者

が

関
心

を

も
つ

内
容
を

で

き
る

だ

け

載
せ

る

こ

と

に

な

り、

上

述
の

四

つ

の

要
素
を

紙
面
に

採
り

入
れ

る

こ

と

に

な
っ

て

い

っ

た

の

で

あ

る
。

　
（

二
）

　
『

申
報
』

の

紙
面
構
成

　
『

申
報
』

は

創
刊
以
来、

独
特
な

紙
面
を

採
用

し

（

図
版
−

一

〇
） 、

一

章
（

即
ち

　

面
）

の

高
さ

は

十
イ

ン

チ

で、

幅
は

九
イ

ン

チ

で

あ

り、

毛

太

紙
（

竹
紙
と

い

わ

　

　
　

　
（
81）

れ

る

の

も

あ

る
。

）

で

活
版
印
刷
で

あ

る
。

当

時
は
一

日
八

章
で
、

一

枚
の

紙
に

折

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

（
82）

れ

る

よ

う
に

印
刷
さ

れ

て

い

た

よ

う
で

あ
る

。

　

創
刊
号
の
一

面

を

み

る

と、

上

の

真
ん

中

に

「

申
報
」

と

い

う

タ

イ

ト

ル

が

あ

り、

右
は

大
清
年
号
の

日

付
で、

左

は

西

暦
の

日

付
と

号

数
で

あ
る

。

第
二

号
か

ら

西
暦

日

付
を

や

め

た
が
、

そ
の

理

由
は

当

時
の

読

者
は

ま

だ

西

暦
を

あ

ま

り

知
ら

な

か

っ

た

か

ら

と

い

う

も

の

で

あ

る。

　

各
面
の

内
容
と

紙
面

の

割
り

付
け
は

以
下

の

と

お

り

で

あ
る

。

　
一

章
；

本
館
告
白

、

本
館
条
例。

無
欄
無

段、

縦
書
き

二

十
六

行
三

十
四

字
で

あ

　

　
　

　
る

。

　

二

章
：

本
館
条
例
の

続
き、

ニ

ュ

ー

ス

『

馳
馬
角

勝
』

（

競
馬
）

。

無
欄
無
段、

縦

　

　
　

　
書
き
二

十
六

行
四

十
一

字
で

あ

る
。

122

　
三

章・
・
外
埠
ニ

ュ

ー

ス

『

完
人

夫
婦
得
善
報
』

と

香
港
新
報
抜
粋

。

割
り

付
け

は

　
　

　

　
二

章
と

同
じ
で

あ

る
。

　
四

章
：

香
港
新
報
抜
粋
の

続
き

と

『

京
報
』

の

内
容
の

転
載

。

割
り

付
け

は

同
上

　
　

　

　
で

あ

る。

　
五

章
：

『

京
報
』

を

転
載

。

割
り

付
け

は

同
上

で

あ

る
。

　
六

章
；

左

右

に

分

け

て、

右

は

『

京
報
』 、

左

は

広
告
四

つ
。

横
に

幅
不

等
の

四

　
　

　

　

段
に

割
り

付
け

ら

れ

て

い

る
。

　
七

章・
・

全
面

広
告

。

左

右
に

分
け

て、

そ

れ

ぞ

れ

幅
不

等
の

四

段
と

五

段
に

割
り

　
　

　

　

付
け

ら

れ

て

い

る
。

　
八

章
：

貨
物
相
場
と

船
期
情
報
で、

真
ん

中
か

ら

横
に

上

下
二

つ

に

割
り

付
け

ら

　
　

　

　
れ

て

い

る
。

　
文

句
に

は

句

読
点
も

傍
線
も
つ

け

て

い

な

い

し、

見

出
し

の

字
は

本
文
と

同

じ

大

き

さ

で、

一

行

し

か

占

め

て

い

な

い
。

　
こ

の

よ

う

な

紙
面
の

割
り

付
け

は、

独
特
と

は

言
え
る

が、

同

時
期
の

『

上

海
新

報
』

の

紙
面

よ

り

読
み

に

く
い

こ

と

は

否
定
で

き

な

い
。

　
し

か

し
、

七

十
年
の

歴

史
の

中
で、
『

申
報
』

は

何
度
も

紙
面
の

改
革
を

行
っ

た
。

ま

ず、
　一

八

七

四

年
九

月

十

日

か

ら
一

八

八

二

年

ま
で

、

三

回
に

わ

た
っ

て

行

数
と

字
数
を

増
や

し、

五

十

四

行
五

十
六

字
に

な
っ

た

が、

実
の

と

こ

ろ

は

た

だ

行

と

行

の

間
隔
が

せ

ば

ま
っ

て、
　一

層
読
み

に

く

く

な
っ

た

だ

け

で

あ
っ

た

と

思
わ

れ

る

（

図
版

−

一
一
）

。

　
意
義
が

あ

る

紙
面
の

割
り

付
け
の

刷
新
は
一

九

〇
五

年
二

月

七

日

（

旧

暦
正

月
四

日
）

か

ら、

紙
面

を
一

枚
八

章
か

ら
二

枚
十
六

章
な
い

し

三

枚
二

十

四

章
に

増
や

す

と

同
時
に、
「

本
館
整
頓
報
務
擧
例
」

に

よ

る

と

紙
面

を

「

上

下

横
截、

分
列
短
行、

文

理

易

明、

且

省
目

力
。

別
刊
大
字
擇
要
標
題、

藉
振
精
神、

并
醒

眉
目
」

し

た
こ

と

で

あ

る
。

つ

ま

り、

一

面

は

記
事
と

記
事
の

間
に

縦

線
を

引
き

、

二

・

三
・

四
・
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図 版
一一

二 　『申報 』

（1905 年・2 月 7 日）

中
国
語
新

聞

の

紙

両

編
集
の

史
的
考
察
（
下）

馬
　

　
挺

五

の

ニ

ェ
ー

ス

面

は

真
ん

中
で

横
に

双

線
を

引
き

上

下
二

つ

の

部
分
に

分
け

る

（

図

版
−

一

二
）

。

そ

の

他
の

広
告
と

相
場
の

面
に

も

は

や

は

り

欄
も

段
も

「

破
欄
」

が

現

れ

た
。

　
ま

た

見

出
し

の

活
字
も

本
文

よ

り

大
き

く

な
っ

て

お

り、

ニ

ュ

．
ー

ス

の

類
型
も

よ

り

は

っ

き

り

分
け

ら

れ

て
、

電

報
ニ

ュ

ー

ス

は

「

専
電
」

と、

重

要
ニ

ュ

ー

ス

は

「

要
聞
」

と

名
付
た

ほ

か
、

そ

の

他
に

外
埠
ニ

ュ

ー

ス
、

本
埠
ニ

ュ

ー

ス
、

国
外
ニ

ュ

ー

ス

な

ど

が

あ
っ

た
。

さ

ら

に、

外
交
・

政
界
・

学
界
・

軍
界
・

実
業
・

産
業
・

官
・

民

な

ど

の

分

野
に

わ

け

て

載
せ

た
。

さ

ら

に

ま

た
一

九

〇
七

年
七

月
二

十
日
の

『

申
報
』

は

初
め

て

写

真
を

掲
載
し

た
。

三

枚

の

六

イ

ン

チ

の

写

真
で、

内
容
は

当

時
の

革
命
派
の

志

士

徐
錫
麟
が

安
徽
巡

撫
の

恩
銘
を

刺
殺
し

た

た

め、

死

刑
を

受
け

る

直
前
の

様
子

な

ど

で

あ
る
。

同
年
四

月

に

清
政
府
の

「

立

憲
」

意
向

を

諷

刺
す
る

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

（
83）

政
治
漫

画

も

連
載
と

い

う
形
で

登
場
し

た
。

　
カ

ラ

ー

印
刷
の

使
用

に

つ

い

て

は、

一

八

八

二

年
二

月
二

十
三

日・
（

清
光

緒
八

年

正

月

六

日）

旧

正

月

の

第
一

号

の
一

面
と
二

面

は

赤
イ

ン

ク

で

印
刷
さ

れ

て、
「

天

官
賜
福
」

と

い

う
の

祝
い

絵
が
一

面

を

占
め
た
。

ま

た
一

八

七
五

年
（

清
同

治
十
三

年
）

　一

月
二

十

五

日

は

同

治
皇
帝
の

死

去．
を

報
じ

た

た

め

に

全
紙
面

が

青
い

イ

ン

ク

で

印

刷

さ

れ

た
。

　
紙
面

の

呼
び

方
に

つ

い

て

は、

最
初

は、

前
述
の

よ

う

に

中
国

の

文

章
の

分
け

方

に

も

と

つ

い

て

面
を

「

章
」

と

呼
び、

後
に

「

頁
」

に

変
わ

っ

て、
　一

九
〇

五

年
二

月

十
三

日

か

ら

「

版
」

と

改
称
す

る

こ

と

と

な

り、

中
国

新
聞
の

紙
面

の

慣
用
語
に

な

っ

て

い

る
。

　
『

申
報
』

が

新
聞
用

紙
を

使
用
し

て

両

面

印

刷
を

始
め

た

の

は、

一

九

〇
九
年
一

　
　

　
　

（

84）

且

二

十

五

日

で、

実
際
に

「

独
特
」

の

紙
面

構
成
を

や

め

て、

西

洋
型

の

大

判
の

紙

面
に

変
わ

る

の

が
一

九
一

二

年
｝

月

十

五

日
か

ら
で

あ

り、

す

で

に

清
政
府
が

倒
れ、

民

国
の

元

年
に

な
っ

た

と
こ

ろ
で

あ

る
。

123
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紀
要
【

日

本
文
化
学
部
・
晶

語
文
化
学
科
】

第
十
三

号

　
二

〇
〇
五

年

・
騒

蹙
匹

鏨
串

覇們゚
豊
辜

量
蓄“・騨
．

國鰥i
［鬻

」

獲
蹙

鸚

驪
図版 一一三 　『申報 』

（1912．年 1 月 15 日）

申
葬

，

驫
」

臨
舞
甕
　
　

蠱

　

　

鬟
疑

煢

ll4i
！il・補
　　　≡囓圏己「

iii艱

奮il1
『

…li
図版 一一四 『申報』 の 最終号 （1949 年 5 月 27 日）
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こ

の

日

の
一

面

は

『

申
報
』

の

タ

イ

ト

ル

が

右
に

入

り、
「

紙
面

拡
充
」

の

特
告

の

外
は、

ほ

と

ん

ど

広
告
で、

紙
面

構
成
は

活
発
と

い

う
よ

り、

む

し

ろ

乱
雑
と

い

う
感
じ

で

あ

る

（

図

版
1

＝
二

）

。

ま

た
一

九
四

〇
年
二

月
二

十

九
日
の

例
を

み

れ

ば、

タ

イ

ト
ル

以

外
は

広
告
ば

か

り

で、

三

面
か

ら

や
っ

と

ニ

ュ

ー

ス

が

掲
載
さ

れ

て

い

る
。

実
は
、

｝

九
一

五

年

以
降、
『

申
報
』

の

広

告
が

占
め

る

面

積
は

ニ

ュ

ー

ス

の

面

積
を

超
え

て、

広
告
が

主
役

に

な
っ

て

い

た
。

ま

た

「

三

面

靠
水

（

三

方
が

水

に

面

す

る
）

」

と

言

わ

れ
、

つ

ま

り

広
告
が

紙
面

の

中

央
に

居

座
り、

ニ

ュ

ー

ス

を

隅
に

押
し

や
っ

た

と

い

う
わ

け
で

あ

る
。

　
（

三
）

　
『

申
報
』

の

終
焉
と

そ

の

紙

面
構
成
に

つ

い

て

の

ま
と

め

　
『

申
報
』

は

七

十
七

年
の

歴

史
を

経
て、

中
国
共

産
党
の

解
放
軍
に

よ

る

上

海
の

解
放
と

と

も
に
、

　一

九
四

九
年
五

月
二

十

七

日

が

最
後
の

号
に

な
っ

た
。

そ

の

日

は

一

枚
し
か

発
行

し

な

か

っ

た

が、

日

付
は

ま

だ

中

華
民

国
の

年
号
で

あ
っ

た
。

し

か

し

そ

の

紙
面
は

す
で

に

現
代
型
の

新

聞
の

紙
面

と

変
わ

ら

な

い

（

図

版
−

一

四
）
。

　

上

述
し

た

『

申
報
』

の

紙
面

構
成
の

流

れ

の

検
証
に

よ
っ

て
、

次
の

よ

う

に

ま

と

め

た

い
。

　
『

申
報
』

の

前
期
（

一

九
｝

二

年
ま

で
）

の

紙
面

は

「

独
特
」

と

い

わ

れ

て

い

た

が
、

そ

れ

は

伝
統
的

冊
子
の

紙
面

と

現

代

新
聞

紙
面

の

間
の

中
間
パ

タ

ー

ン

と

見

る

こ

と

が

で

き
る

。

す

な

わ

ち、

営
利
の

目

的
に

従
っ

て
、

読
者
を

確
保
す

る

た

め

に

中

国

人
の

好
み

に

沿
っ

て
、

伝

統
を

守
る

こ

と

と、

新
聞

紙
面
の

改
革
の

要
求
す

る

こ

と

の

問
に、

中
間
の

道
を

開
拓
し

た

結
果
で

あ

る
。

こ

の

開
拓
の

結
果、

『

申
報
』

の

紙

面
の

パ

タ

ー

ン

が

十
九

世

紀
の

末

ま

で、

そ
の

時
期
の

中
国
新
聞
紙
の

紙
面

の

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
〔
85）

決

ま
っ

た
パ

タ

ー

ン

に

な

っ

た
。

し

か

し、

営
利
追

求
を

背
景
に

す
る

競
争
の

激
化

に

と

も

な
っ

て
、

つ

い

に

歴

史
の

流
れ

に

沿
わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

く

な

り、

現
代
型

の

紙
面
に

変
わ

る

こ

と

に

な

る

の

で

あ
る
。
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と

は

い

え
、

『

申
報
』

の

編
集
者

は

紙
面
の

改
革
に

つ

い

て

完
全

に

受

け

身
の

姿

勢
で

あ
っ

た

わ

け

で

は

な
い
。

一

九
〇

五

年
の

紙
面

刷

新
す

る

際、

趣
旨
が

公

表
さ

れ

た

「

本
館
整
頓
報
務
擧
例
」

（

前
文
参
照
）

に

よ

る

と
、

紙
面

の

構
成
を

改
良
す

る

こ

と

に

つ

い

て
、

「

且

省
目

力
」

「

藉
振
精
神、

并

醒

眉
目
」

と

述
べ

て

い

る
。

す

な

わ

ち、

紙

面

が

読
者
の

「

目

に

や

さ

し

く
」 、
「

元

気
を

出
さ

せ

て、

（

記
事
の
）

「

筋
道

を

は

っ

き
り

さ

せ

る
」

こ

と

で

あ

る
。

読
者
心

理

の

角
度
か

ら

見
れ

ば、

読

者

の

視
覚
心

理
を

重

視
し、

紙
面

が

読
み

や

す

く

な

る

よ

う
に

割
り

付
け、

読
者
の

注

意
を

起
こ

さ

せ

る

よ

う

に

見
出
し

を

大

き

く

す

る

と

い

う
認
識
を

前
提
と

し

て
、

紙

面
の

改
良
を

行
っ

た
。

成

立

期
と

比
べ

る

と、

は
っ

き

り

し
た

意
識
的

な

編
集
行

為

で

あ

る

こ

と

は

み

る

こ

と

が

で

き

よ

う。

三
、

そ
の

他
の

新
聞

の

紙
面
及
び

発

展

期
に

つ

い

て

の

ま

と

め

　
『

申
報
』

の

紙
面

構
成

の

流
れ

は、．

発
展

斯
の

中
国
新
聞
の

代
表
格
で

あ

る

と

は

い

え

な

い

が
、

　一

つ

の

象
徴

と

は
い

え

よ

う
。

　

実
際
に
、

成
立

期
に

お

け

る

中
国

新
聞

は

よ

り
ふ

さ

わ

し

い

紙
面
構
成
を

形

成
さ

せ

よ

う
と

し

て

様
々

な

試

み

て

い

た
。

日

刊
紙
に

し

ぼ

っ

て

紙
面

構
成
の

例
を

次
に

取
り

上

げ

よ

う
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
、

　

そ

の

一
、

ま

だ

『

京
報
』

の

形
式

に

の

っ

と

り、
『

京
報
』

報
房
に

頼
ん

で

木
の

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
、
（
86）「

活
字
で

印
刷
し、

無
料
で

配

布
し

て

い

た

『

中
外
紀
聞
』

が

あ

り、

一

八

九
五

年
一

二

月
十
六

目

に

強
学
会
よ

り

創
刊

さ

れ

た
。

、

　

そ

の

二
、

冊
子

の

形

を

保
っ

て

い

た

『

中
華

報
』 。
　一

九

〇

四

年
十
二

月

七

日

に

北
京
に

お

い

て

創
刊
さ

れ、

毎
日
一

冊
で

八

葉
十

六

頁
で、

内
容

は

『

京
報
』

の

内

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
（

87）

容
に

若
干
ニ

ュ

ー

ス

を

加

え

て

い

た

と

い

う
。

　

そ
の

三
、

『

中
報
』

の

前
期
の

紙
面
に

の

っ

と．
た

『

廣
報
』

。

一

八

八

六

年⊥
ハ

月
二

中
国
語
新
聞
の

紙

面

編
集
の

史
的
考
察
〔
下）

馬
　
　
挺

四

日

に

広
州
で

中
国

人
に

よ

り

作

ら

れ

た

早
期
の

日

刊
紙
で

あ

る
。

ま

た

『

新
聞

報
』

は
一

八

九
三

年
二

月

十
七

日

に

上

海

で

創
刊
さ

れ、

の

ち

『

申
報
』

の

競
争
相

手
に

な
っ

て
、

商
業
界
に

広
い

影
響
を

及

ぼ

し

た

著
名
な

新
聞
で

あ

る
。

　
そ

の

四、

「

申
報
」

の

パ

タ

ー

ン

を

捨
て

て、

西

洋
型
紙
面

を

採
用

し

て

い

た

『

時
務
日

報
』

。

一

八

九
八

年
五

月

五

日

に

上

海
で

創
刊
し

た

当

時
の

維
新
派
の

新
聞

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
〔
88）

紙
で

あ

り、

タ

ブ

ロ

イ

ド

判
で、

紙
面

を

横
に

均
等
の

四

つ

の

段
に

割
り

付
け

る
。

ま

た、

一

九

〇
〇

年
一

月

二

十
五

日
に

香
港
で

創
刊
さ

れ

た

清
末
資
本
階
級
革
命
派

（

孫

文
）

の

最
初
の

機
関
紙
『

中

国

日

報
』

は

タ

ブ

ロ

イ

ド

判
で

あ

る。
．

そ

の

紙
面

　
　
　
　

　

　
　
　
　
〔
89）

は

「

日

本
報
式
」

と

い

わ

れ
、

そ

の

写

し

を

見
る

と、

タ

イ

ト

ル

部
分
を

除
い

て
、

横
に

四

つ

の

段
に

分

け

ら

れ、
『

時
務
日

報
』

の

割
り

付

け

と

あ

ま

り

変
わ

ら

な

い

と

思

う
。

　
発
展
期
の

後
期
に

な

る

と
、

新
聞
紙
は

ほ

と

ん

ど

縦
書
き

で
、

紙
面

を

横
に

い

く

つ

か

の

段
に

分
け

る

と

い

う

紙
面
の

割
り

付
け
に

な

っ

て

い

る
。

　

例
え

ば
、

一

九
二

七

年
三

月

二

十
二

日

に

漢
口

で

創

刊
さ

れ

た

『

中
央
日

報
』

（

後
に

上

海
を

経
て、
　一

九

二

九
年
二

月
一

日

に

南
京
に

移
り

、

国

民

党
の

中

央
機

関

紙
に

な
っ

た
）

（

図

版
−

一

五
）

、

一

九
三
一」
年
十
二

月

十
一

日

に

江

西

の

瑞
金
で

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
（
90）

創

刊
さ

れ

た

初
の

中
国

共
産
党
臨

時
中

央
政

府
の

機
関

紙
『

紅
色
中
華
』

（

図

版
−

＝
ハ）
、

抗
日

戦
争
期
間
に

中
国
共

産
党
が

国
民

党
の

統
治
区
の

重

慶
で

発

行

し

て

い

た

著
名

な

『

新
華
日

報
』

（

一

九
三

八

年
一

月

十
一

日

に

創
刊）
、

そ

し

て
、

同

じ

抗
日

戦
争

期
間

に

ほ

と

ん

ど

封
鎖
さ

れ

て

い

た

中
国

共

産
党
の

根

拠
地

の

延

安
で

創

刊
し

た

共

産
党
の

中
央
機
関

紙
『

解
放
日

報
』

の

紙
面

も、

ほ

ぼ

同

じ

構
成
で

あ
っ

た
。

　
長
期
に

わ

た
っ

た

模
索
で、

中

国
の

現

代

型
の

紙
面

構
成
が

よ

う

や

く

固
定
さ

れ

て

い

る

の

で・
あ

る
。
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明
星

大

学
研
究
紀
要
【
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学
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史
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丁
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』
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）
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第
四

節

中
国

新

聞
の

充

実
期

の
紙

面

（
一

九

五

年
以

降

）

　

ー
『

人
民
日
報

』
を
例

と

し

て

　

一
九
四
九

年

に

中
国
共

産

は
台湾
を

除
く
中

国

の

大
陸
部

分
を
を
基
本

的
に
制

圧

し
、
・

十
月

一
日

に
北

京

中
華
人
民

共
和
国

の
成

立を

宣
告

し
た

。
国
民
党

の

南

京
政

府
は

台
湾

に

移

さ

、
国

民

党
の

機

関

紙
で

あ

る
『

中

央
日
報

』
は

一九

四
九

年
三
月

十
二

日

に
す

に
台
北
で
発

行
が

始
ま

り
、
南
京
の

『
中

央
日

報
』
は南

　
　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　
　

　
　

　
（

）

が
解
放
さ

れ

る

ま
で

「
分

版
」

と

し

て

発

行

が
続

い

た

。

　
中
国

共
産

の
『

人
民
日

報

』

が

一

九
四

八

年

八
月

一
日
に
中

央

委
員
会
の

機
関

紙

に

変

身

た
こ

と

を
始
め
と

し
て
、

戦

争
中

の
共
産

党

系
の

新

聞
が

そ
れ

ぞれ

各

地

方
の

産

党

委
員
会
と
政

府

の

機
関
紙
に

変
わ

っ

た
。
例

え
ば
、『
解

放
日

報

』

は
共

党
華

東
局
と
上
海
市

委
員
会
の

機

関

紙
に

変

身

し、

『

新
華
日

報
』
は
南

京

市

産
党
委

員
会の

機

関紙

と
し
て

再

建

さ

れ

た

。

一

方
国

民
党

統
治

の
下

で

民
営

紙

が

改
造

、
合

併

、
廃
刊

さ
せ

ら

れ
る

こ
とも

あ

っ
た

。

例
え

ば

、

『
新
聞

報

』

ｪ

改

造
を
経

て

『
新
聞

日

報

』

と

し

て

続

き
、

一

九

四

七

年
五
月

に
休
刊

し

てい

た

『
文

匯

報

』

が
復
活
し

た
こ

と

な

ど

で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
代

の
前

半

ま
で
に
、
大

陸

に

お

い

て
共
産

党
の

各
レ

ベル

の
機
関

紙
が
絶

対
的
優
勢
を

占

め
る

新

聞

発

行
シ

ス
テ
ム
が
完

成
し

た
。

し
か
し
、
当

時
の新聞

編

集

方

針
は

（
旧
）
ソ

連
の

新
聞

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

（
92

）

の

や

り方

を
真
似
す
る

ば
か
り

で
あ
っ

。

　

一

九

五
六
年

に

『

人

民

日

報
』
を

は

じ

め
と

し
て

、紙

面
刷
新
の

改
革

を

い

、

（
旧
）

ソ
連
の

新
聞に

な

ら
っ
た
編
集

方

針
を
大

幅

に

見
直

し

、

新
時

代

中国

新

聞

の
紙
面

構
成
を
模

索

し

始

め
、

比

較

的
安

定

し

た

時

期

を

迎
え

る
。

の
時
点
か

ら

、

中

国

紙
面
刷

新
の

充

実

期

の
開

始

と
見

る

の
が

適

当
で

は

な

い

と考え
る
。 　 充 実 期 に おけ る中国新 聞 の 紙 面につい て 、 『人 民



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

証
し

よ

う

と

思
う。

そ

の

理

由
は

『

人
民

日

報
』

が

実
に

中
国
当
代
新
聞
の

中
で

最

も

権
威
が

あ

り、

紙
面

と

し

て

最
も

代
表

性
を

備
え

て

い

る

か

ら
で

あ

る
。

本
節
で

は
一

応
『

人

民

日

報
』

の

概
略
と

紙
面
に

関
す
る

い

く

つ

か

の

重
要
な

出
来
事
を

主

に

検
証
し

よ

う
と

思

う。

一
、

『

人

民
日

報
』

の

概
略

　
『

人
民

日

報
』

は
一

九

四

六

年
に

五

月

十
五

日

に

当

時
の

晋
冀
魯
豫
（

山
西

、

河

北、

山

東、

河

南
）

解
放

区

と

言

わ

れ

る

地

区
の

中
国
共

産
党
軍
隊
の

新
聞
と

し

て

創
刊
さ

れ、

一

九
四

八

年

六

月

十

五

日

に

中
国
共

産
党
中
央

委
員
会

華
北
局
の

機
関

　

　
（
93）

紙
に

転
じ、

一

九
四

九

年
三

月

に

平
山
か

ら

北

平

（

北
京）

に

移
っ

た
。

ま

た
一

九

四

九
年
八

月
一

日

に

中
国

共

産
党
中
央
委
員
会
の

所
属
と

な
っ

て、

同
委
員
会
の

機

　

　
　

　
　
　
　
　

　
（

94）

関
紙
に

変
身
し

た

の

で

あ

る
。

　

後
に

毎
日

八

面
で

全

国

及

び

海
外
向
け

に

発
行
さ

れ、

発

行
部
数
は

二

百

九
十

万

部
（

一

九

八

九

年
統
計
）

と

言
わ

れ

て

い

る
。

一

九
八

五

年

七

月
一

日

か

ら

『

人

民

日

報
・

海
外
版
』

が

発

行

さ

れ

た

が、

こ

れ

は

華
僑
と

外
国

に

滞
在
す
中
国

人
及

び

　

　
　

　
　
　
　
　

　
（
95）

外
国
人
を

対
象
と

し

て

い

る
。

　

と
こ

ろ

で

中
国
共

産
党
の

基
本

的
理

論
と

し

て
、

報
道
宣

伝
機
関

は、

ま

ず
党
の

「

喉
と

舌
」 、

す
な

わ

ち

代
弁
者
と

し

て

働
く

も
の

と

さ

れ

て

い

る
．

す
な

わ

ち
蝋

切

の

報
道

活
動
は

党
の

指
示

之

規
制
に

も

と

つ

い

て

行
わ

れ

る
。

戦
争
時
期
や

「

文
化

大

革・
命
」

の

時
期
は

も

ち

ろ

ん

で、

改
革
開
放
政
策
が

遂
行

さ

れ

て

か

ら

も、

あ

ま

り

変
わ

ら

な

い

の

で

あ

る
。

一

九

八

〇
年

三

月

の

中
国
共
産

党
第
十
一

期
中
央
全

会

で

採
決
さ

れ

た

「

党
内

の

政

治
生

活
に

つ

い

て

の

若

干
の

準

則
」

は、

党
内
の

言

論

規
律
に

つ

い

て

こ

う
規

定
し

て

い

る
。

「

：

…・
新
聞、

放
送
の

よ

う
な

公
開
さ

れ

た

宣
伝
手

段
を

通

じ
て

、

中
央

の

決
定

に

反

す
る

言
論
発
表
を

す
る

こ

と

は

絶
対
許
さ

中
国

語

新
聞
の

紙
面
編
集
の

史
的

考

察
〔
下）

馬

　
　
挺

（
96）

な

い
L

。

ま

た、

改
革
の

有
力

提
唱
者
と

言

わ

れ、

自

分
の

死

が

「

民

主

化
要
求
運

動
」

の

き
っ

か

け

に

な

っ

た

中

国
共
産
党
元

総
書
記

胡

耀

邦
は

、

一

九
八

五

年
二

月

八

日

に

発

表
し

た

「

党
の

新
聞

（

宣
伝
報
道
）

工

作
に

つ

い

て
」

の

発
言
の

中
で、

報
道

宣
伝
の

性
格
に

つ

い

て、
「

一

言
で

概
括
す
る

と、

私
は

党
の

新
聞
（

報
道
宣

伝
）

事
業

は

党
の

代
弁
者
で

あ

り、

同

時
に

入

民

自
身
の

代
弁
者
で

も

あ

る

と
い

え

る

の

で

は

な

い

か

と

思

う
」

と

述
べ

た
。

同

氏
は

ま

た

党
の

新
聞

（

報
道

宣

伝
）

を

経
済
体

制

改
革
と

同
列
に

に

論
じ

る

こ

と

は

「

不

適
切

で

あ
る

と

考
え

る
」

と

表
明

し、

文

芸

界
に

認

め

て

い

る

「

創
作
の

自
由
」

を

そ
の

ま

ま

報
道
宣
伝
分

野
に

持
ち

込

め

る

声

に

つ

い

て

「

簡
単
に

そ

の

ま

ま

持
ち

込

め

る

の

で

は
い

け

な
い

。

…

…

党

の

新
聞

（
報
道
宣

伝
）

事
業
は

党
と

政
府
を

代
表
し

て

発

言
し

、

党
の

路

線
・

政
策

に

従
っ

て

議
論
を

発
表
し

て、

業
務
を

指
導
す
る
。

…

…

党
の

新
聞
（

報
道

宣
伝
）

機
関
の

主

な

言

論、

及

び

国
内

の

業
務
と

対

外
関
係
の

主

な

報
道
は

党
と

政
府
を

代

表
す

る

も

の

で

あ

る

べ

き

で、

た

だ

編
集
者
・

記
者
個
人

を

代
表
す
る

も
の

で

は

な

　

　
　

　
　

〔
97）

い

」

と

指

摘
し

た
。

　

中
国

共

産
党
中
央
委
員

会
の

機
関
紙
と

さ

れ

て

い

る

『

人
民

日

報
』

は、
「

党
報
」

そ

の

も

の

で

あ

る

こ

と

は

間
違
い

な

く、

か

つ

「

党
報
」

と

言

わ

れ

る

系

列
の

新
聞

の

ト

ッ

プ

の

地

位
に

あ

る
。

共

産
党
中
央
は

『

人
民

日

報
』

を

厳
し

く

管

理、

指
導

し

て

お

り、

共

産
党
一

党
指
導
体
制
を

堅
持
し

て

い

る

中
国
に

お
い

て
、

読
者
だ

け

で

は

な

く、

他
の

新
聞
に

も

絶
大

な

影
響
力

を

も
っ

て

い

る

こ

と

は

疑
問
の

余
地

が

な

い
。
・

　

紙
面
に

つ

い

て、
『

人

民
日

報
』

の

紙
面

は

最
も

穏
健
で
、

記
事
の

配

置
や

見
出

し

の

言

葉

遣
い

と

そ

の

活

字
の

大

き
さ

及
び

長

さ

な

ど

は

当
局
の

見
解
と

意
図

を

反

映
し、

編

集
上
の

ル

ー

ル

を

守
っ

て
、

模
範
的
紙
面

と
い

う

地

位

に

あ

る
づ

少
し

で

も

政
治

的

な

出
来
事
が

あ

れ

ば、

各
方
面
・

地

方
の

新
聞
は

競
っ

て

『

人

民

日

報
』

に

電
話

を

し、

翌

日

の

紙
面

の

様
子

（

例
え

ば、

ト

ッ

プ

ニ

ュ
ー

ス

は

ど

れ

に

し、
127
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【

日

本
文

化
学
部
・
言
語

文
化
学
科
】

第
十
三

号

　
二

〇
〇
五

年

メ

ー

ン

見
出
し

の

言

葉
遣
い

は

ど

う
書
き、

見
出
し

の

活
字

の

字
体
と

大

き

さ

と

長

さ

は

ど

れ

ぐ

ら
い

か、

な

ど
）

を

聞
い

て
、

そ

れ

に

そ

っ

て

本
紙
の

紙
面

を

作
る

。

こ

う

す
れ

ば

政
治
的
な

間
違
い

を

犯
す
こ

と

に

な

ら

な

い

か

ら
で

あ

る
。

こ

の

た

め

昔
の

中
国
の

新
聞
は

み

な

同
じ

顔
で

あ
っ

た
。

　
し

か

b、

文

化
大
革
命
の

終
焉
に

伴
い
、

「

新
聞
（

報
道
）

改
革
」

の

流
れ

に

お

い

て、

共
産
党
の

伝
統
的
新
聞

理

論
の

是

非
が

時
と

し

て

問
わ

れ

る

こ

と

に

な

り
、

ま

た、

西

側
の

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

の

理

論
が

多
少

紹
介
さ

れ

て
、

議
論
を

呼
ん

だ
。

し
か

し

こ

の

よ

う

な

動
向
は

ほ

と

ん

ど

新
聞
界

、

学
術
界
に

限
ら

れ、

根
本
的
な

変

化
は

な

か

っ

た

が
、

中
国
の

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

た

ち
に

影
響
を

与
え

た
こ

と

は

否
定

で

き

な

い
。

新
聞

紙
面

編
集
に

関
す
る

理

論
も

実
践
も

変
わ

り
つ

つ

あ

り、

各
新
聞

が

徐
々

に

そ

れ

ぞ

れ

の

特
徴
を

も
っ
て
、

編
集
部
の

見
解
を

表
す

よ

う

な

紙
面

を

作

り

始
め

た。
一
一

、

　一

九
五

六
年
の

紙

面
刷
新
に

つ

い

て

　
（

一
）
　
早
期
の

紙
面

　
『

人

民

日

報
』

の

早

期
の

紙
面

を

探
す
こ

と

は

比

較
的
難

し
い

。

日

本
の

国
会
図

書
館
の

所
蔵
は
一

九
五

三

年
十
一

月
の

分
か

ら

で

あ

る

が、

創
刊

号
に

つ

い

て

は
、

人

民

日

報
自
身
も

保
存
し

て

い

な
い

と
い

う
こ

と

で

あ

る
。

　
い

ま

ま

で

に

わ

か

っ

た

早

期
紙
面
の

構
成
は

『

人

民

日

報
』

に

四

十
年
以

上

勤
め

た、

元
の

総
編
輯
（

総
編
集
長
）

の

李
荘
に

よ

れ

ば
、

一

九
四

九

年
か

ら

の

紙
面
の

概
況

は

以

下
の

通
り

で

あ

る
。

大

判
の

一

枚
四

面
に

タ

ブ

p

イ

ド

判
一

枚
四

面

を

加

え

る
。

大

判
で

は

『

人
民

日

報
』

自

身
で、

一

面

は

国

内

外
重

要
ニ

ュ

ー

ス
、

二

面

は

国

内
ニ

ュ

ー

ス

と

経
済
ニ

ュ

ー

ス
、

三

面

は

国
際
ニ

ュ

ー

ス
、

四

面
は

各
分
野
の

専
門

紙
面

で

あ

り、

タ

ブ

ロ

イ

ド

判
の

方
は

、

「

北
平

新
聞
」

の

タ

イ

ト

ル

で、

一
、

128

二

面

は

北

平
（

北

京
）

ニ

ュ

ー

ス
、

三

面

は

「

学

習

生

活
」

四

面
は

「

人

民

園

地
」

で

あ

る
。

後
者
は

同
年

八

月
十

八

日

に

廃
止

し、

大

判
六

面
に

改
め

て、

四

面

を

北

平
ニ

ュ

ー

ス

と

経
済
ニ

ュ

ー

ス
、

五

面

を

各
専
門

分
野

面

（

［
旧
］

ソ

連

研
究
・

経

済
・

国

際
・

衛
生
・

農
業
生
産
・

日

曜
文
芸
・

論

文

な

ど
） 、

六

面

を

「

人

民

園

地
」

　
（
98）

と

し

た
。

つ

ま

り、

一

つ

の

地

区
に

向
け

た

新
聞
か

ら

全

国

向
け
の

新
聞
に

転
換
し、

全

国

各

地

の

動

向
を

充
分
に

報
道
し

よ

う

と

し

た

の

で

あ

る
。

　
（一
一
）
　
〔
旧）

ソ

連
に

学
ぷ

　
建

国

初
期
に

お

け
る
、

い

か

な

る

分
野
で

も
一

方

的
に

（

旧
）

ソ

連
に

学
ぶ

と

い

う

指
導
思

想
の

下
で
、

新
聞
の

編
集
も

例
外
で

は

な

か
っ

た
。

「

一

切

の

こ

と

は

プ

ラ

ウ

ダ

に

学

ぶ
」

と

い

う
の

が

当

時
の

『

人
民

日

報
』

の

方
針
で

あ
っ

た
。

（

旧
）

ソ

連
の

新
聞
雑
誌
の

文

章
記
事
の

訳

文
が

大
量
か

つ

無
修
正

で

『

人

民

日

報
』

の

紙

面

を

占
め

て

い

た
。

と

く

に

（

旧）

ソ

連
で

大

き

な

出
来
事
が

あ

る

と、
『

人
民

日

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
〔
99）

報
』

の

全
紙
面

は

ほ

と

ん

ど

（

旧
）

ソ

連

に

関
す
る

記
事
に

な
っ

た
。

　
内
容
の

丸
写

し

だ

け

で

は

な

く、

紙
面

の

構
成

ま

で

も

そ
の

ま
ま

模
倣
し

た
。

そ

の

時
期
の

『

人

民
日

報
』

の

紙
面

の

割
り

付
け

は

プ

ラ

ウ

ダ

と

同
様
活
気
な

く、

見

出
し

も

プ

ラ

ウ

ダ

と

同
じ

く
一

行
の

も

の

が

ほ

と

ん

ど

で

あ
っ

た

（

一

九
五

四

年
三

月
三

日

の
一

面
参
照
・

図

版
−

一

七
）

。

一

九
五

四

年
三

月
か

ら、

『

人

民

日

報
』

の

内
部
発
行
物
は

毎
週
二

回
、

プ

ラ

ウ

ダ

の

紙
面
の

割
り

付

け
の

様
子

を

模
写

し

て

掲

　
　
　
　

　

　
　
（
 ）

載
し

て

い

た

の

で

あ

る
。

　
（
三
）

一

九

五

六
年
の

紙
面
刷
新

　
『

人

民

日

報
』

の

当

時
の

総
編
集
長
は

中
国
の

有
能
な
ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

郵
拓
で、

彼
は
一

九
五

五

年
に
、

こ

れ

ま

で

の

や

り

方
を

改
革
し

よ

う

と

い

う
考
え

を

示
唆
し、

慎
重
な

準
備
を

し

て
、

一

九

五

六

年
七

月
一

日

か

ら

『

人

民

日

報
』

の

紙
面

を
一

新
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中
国
語

新
聞
の

紙
面

編
集
の

史
的
考
察
（
下）

馬

　
　

挺

さ

せ

た
。

そ

の

日
の
一

面
に

社
説
『

致
読
者
』

で、

紙
面

刷
新
の

願
い

と

方

法

を

訴

え

た
。

そ

の

要
点
と

し

て
、

報
道
範
囲

の

拡
大、

自
由
討
論
の

展

開、

文
章
の

風
格

の

改
善
な

ど

が

挙
げ

ら

れ

た

が、

少
し

で

も

新
聞
の

報
道

を

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

の

原

点
に

戻
そ

う
と

い

う

努
力
が

伺
え

る。

　
紙
面
の

割
り

付
け

は

（

図

版
−

一

八
）

の

よ

う

に

な
っ

て

い

る。

す
で

に

横
書
き

に

変
わ
っ

て、

そ

れ

ほ

ど

巧

み

と

は

思

わ

な
い

が、

図

版
−

一

七

と

比

較
す

る

と、

確
か

に

活
発
に

な
っ

て

い

る

と

感
じ

ら

れ

る
。

左
側
の

二

つ

の

社
説
の

配
置

は

変
化

に

乏
し
い

が、

右
側
の

記
事
の

配
列
と

見
出

し

の

扱
い

に

は

活
発
な

動
き
が

感
じ

ら

れ

る
。

紙
面
刷
新
後

の

『

人

民
日

報
』

は

二

枚
八

面
に

拡
大
し

た
。

各
面
の

内
容
の

割
り

当

て

は

以

下
の

通
り
で

あ
る

。

　
一

面
一

重
要
ニ

ュ

ー

ス

　
ニ

面
一

国
内
ニ

ュ

ー

ス

の

工

業
と

交
通
の

分
野

　
三

面
一

国

内
ニ

ュ

ー

ス

の

農
業
と

商
業
の

分
野

　
四

面
冖

国
内

政
治、

共

産
党
党
内
生

活
及

び

首
都
と

地

方
の

ニ

ュ

ー

ス

　
五

⊥
ハ

面
冖

国

際
面

　
七

面
冖

学
術
・

文

化

　
八

面
冖

上
部
は

文

学
的
副
刊、

下

部
は

広
告

　
紙
面
の

刷
新
と

は

い

い

な

が

ら
、

実
は

報
道
編
集
方
針
の

立

て

直
し

で

あ
っ

た
が
、

刷
新
後
つ

ぎ
の

よ

う
な

情
況

に

直
面

し

た。

毛

沢

東
の

指
導
に

よ

る

全

国

的
な

経
済

発

展
の

過

熱
化
に

対
し、
『

人

民

日

報
』

は

反

対
の

態
度
を

示

し

て

い

た

が
、

毛

沢

東
の

怒
り

を

買
っ

て、

厳
し

く

注
意
さ

れ、

一

九
五

七

年
四

月

十
三

日

か

ら、
『

入

民

日

報
』

の

報

道

姿
勢
は

再

び
一

転
し

た。

四

月
二

十
二

日

か

ら

紙
面
の

配
列
も

変

り、

二

・

三

面
の

経
済
ニ

ュ

ー

ス

が

三
・

四

面

に

移
さ

れ
、

四

面
に

あ
っ

た

国
内
政

治

の

内

容
が

二

面

に

昇
格
し

た
の

で

あ

る。

　
ま

た、

同
年
五

月
か

ら、

指
示
に

し

た

が

っ

て、

「

右
派
」

を

引
き

出

す

作
戦
を129
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明
星
大
学
研
究
紀
要

【

日

本
文
化
学
部
・
言

語
文
化
学
科】
第
十
三

号

　
二

〇
〇
五

年

行
い
、

民

主

党
派
の

共
産
党
に

対
す

る

意
見
を

大

量
に

掲
載
し、

つ

い

に

六

月

八

日

の

『

人
民
日

報
』

社
説
『

這
是
為
什
麼
？

（

こ

れ

は

な

ぜ

だ
）

』

（

図

版
−

一

九
）

を

開
始

の

合
図

と

し
て
、

い

わ

ゆ

る

「

右
派
」

を

「

一

網
打
盡
」

に

す

る

運
動
が

全
国

で

始

ま
っ

た
。

　
一

九
五

六

年
の

改
革
は

中
途

半
端
に

否
定
さ

れ

て、

編
集
方
針
は

ま

た

元

の

通
り

に

戻

さ

れ

た
が
、

紙
面
構
成
の

改
革
そ

の

も

の

は、

あ
る

程
度
残
さ

れ

た
。

三
、

文
化
大
革
命
の

期
間

　
「

反

右
派
」

運
動
以

降、
「

反

右
傾
」

（

一

九
五

八

年
） 、

四

清
（

【

九
六

四

年
）

な

ど

政
治
運
動

が

相
次
ぎ、

つ

い

に
一

九
六

六

年
に

文
化
大

革
命
の

嵐

を

迎
え

た
。

　
『

人
民

日

報
』

は

党
報
と

し

て

党
の

路
線
に

し

た

が

い
、

全

国
の

宣
伝
機
構
及
び

読
者

に

与
え

る

影
響
も

ま

す

ま

す

大

き

く

な
っ

て

い

た
。

文

化
大
革

命
の

際、

共
産

党
の

指
導
部

が

異

常
な

状
態
に

発
展
す

る

と

と

も

に、
『

人

民
日

報
』

も

内
容
か

ら

紙
面

構
成
ま

で
一

層

異
常
に

な

り、

つ

い

に

四

人
組
に

掌
握
さ

れ
、

読
者
に

徹
底
的

に

嫌
悪
さ

れ

る

も
の

と

な
っ

た
。

　
（
一
）

　
文

化
大
革
命
当
時
の

決
ま
っ

た

紙
面
パ

タ

ー

ン

　
文

化
大

革
命
の

開
始
の

信
号
は

『

人

民

日

報
』

一

九
六

六

年
六

月
一

日

社
説
『

横

掃
冖

切

牛
鬼

蛇
神
（

え

た

い

の

し

れ

な

い

連
中

を

す
べ

て

一

掃
）

』

だ

と

み

ら

れ

て

い

る
。

そ
の

日

の
一

面
の

割
り

付
け

は、

上

部
か

ら

半
分
以

上

が

こ

の

社
説
で

占
め

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
（
血）

ら

れ、

な

お

か

つ

通
し

カ

ッ

ト

の

見

出
し

で
、

「

強
勢
」

が

極
め

て

強
く

な

っ

て

い

る
。

内
容
は

と

も

か

く、

見

出
し

と

紙
面
の

配

列
だ

け

で

も

す
ぐ

そ

の

強
烈
さ

は
一

目

瞭
然
で

あ

る

（
図
版
−

二

〇
）

。

実
は、

こ

れ

と

変
わ

ら

な

い

割

り

付
け

で
、

厳

し
い

口

調

の

社
説
が

六

月
一

日

か

ら

何
日

間
も
つ

づ

け

て

掲
載
さ

れ

て、

そ

し

て、

130

こ

の

よ

う
な

紙

面
構
成
は

十
数
年

に

渡
る

文
化
大
革
命
の

期
間
中
に

『

人

民

日

報
』

な

い

し

中
国
の

各
新
聞
紙
の

決
ま
っ

た

パ

タ

ー

ン

に

な
っ

て

い

っ

た。

少
し

で

も

重

要

と

見

ら

れ

る

事
が

あ

れ

ば
、

（

例
え

ば、

毛

沢
東
の

何
か

の

指
示

が

出
る

場
合
）

す

ぐ

通

し

カ

ッ

ト

の

大

型

見
出

し

を

作

り

上

げ、

強
力

と

み

ら

れ

る

編
集
手
段
を
一

杯
に

使
用
し

た
。

読
者
の

方
が

こ

の

よ

う
な

紙
面
に

だ

ん

だ

ん

慣
れ

て

し

ま
い
、

い

く

ら

強
烈
と

思

わ

そ

う

と

し

て

も、

読
者

は

無
関
心

な

態
度

を

取
る

よ

う
に

な
っ

た

こ

と

も

事
実

で

あ
っ

た
。

　
（一
一
）
　
［

九
七

六

年
「

天

安
門

事
件
」

の

報
道
に

よ

る

教
訓

　
文

化
大

革
命

の

末
期
の

一

九

七

六

年
一

月
八

日
に
、

指
導

部
に

残
さ

れ

た

ほ

ぼ

唯

｝

の

民

衆
に

信

頼
さ

れ

た

メ

ン

バ

ー

周

恩

来
総
理
が

亡

く

な
っ

て、

こ

れ

を

き
っ

か

け

に

北
京
の

市

民

は

自
発

的
に

天

安
門

広
場
に

集
ま
っ

て、

周
恩
来
を

偲
ぶ

形

で

四

人

組

の

残
酷

な

統
治
に

対
し

て

抗

議
の

声
を

あ

げ

た
。

ま

た

同
年
の

四

月

に、

故
人

を

偲
ぶ

伝
統
的

節
気
の

清
明
節
の

前
か

ら、

再
び

天

安
門
広

場
で

詩
文、

講
演
な

ど

の

形

で

周
恩

来
を

追

悼
す
る

活

動

を

行

う
と

同

時
に

四

人

組

を

激
し

く

非

難
し

た
。

し

か

し、

四

月

五

日

の

夜
に

四

人

組
は

つ

い

に

警
官
と

労
働
者
民

兵

を

動
員
し、

広

場
の

市
民

を

武

力

で

鎮
圧

し

て

排
除
し

た
。

こ

れ
が

有
名
な
一

九
七

六

年
の

「

天

安

門
事
件
」

で

あ

る
。

　
そ

の

間、
『

入

民

日

報
』

は

市
民

の

追

悼、

抗
議
に

つ

い

て、

一

字
も

報
道
せ

ず、

四

人

組
の

意

思

に

し

た

が
っ

て、

全
国

人

民
の

意
向

と

は

正

反

対
の

い

ろ

い

ろ

な

文

章
や

記
事
を

大

量
に

掲
載
し

て

い

た
。

周
恩
来
の

追
悼
大

会

の

前
日

の
一

月

十

四

日

の

｝

面
の

ト
ッ

プ

で

『

大
辯
論
帶
来
大

変
化
（

大

辯
論
が

大

変
化
を

起
こ

し
た
）

』

と

い

う
文
章
を

掲
載
し

て、

実

際
に

は

周
恩
来
を

暗
に

批
判

し

て、

い

わ

ゆ

る

「

反

右

傾
闘
争
」

を

呼
び

か

け、

清
明
節
（

四

月
四

日
）

の

前
に

は、

四

月

三

目
の
一

面

ト

ッ

プ

に

『

翻
案
復
辟
的
自
供
状
（

巻
き

返

し

を

狙
う

者
の

自
供
害
）

』

と

い

う

文
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中
国

語
新
聞
の

紙
面

編
集
の

史
的

考
察
（
下）

’

挺
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@ そ
の

後

発
表

さ
れ

た
一

連

の

是

非
善

を
さ

か
さ
ま

にし

た

記

事
、

論
説
も
含

め

、

読

者

の

反

感

を

か

っ

た

。
四
月

八
目

『

人民

日
報
』

を
破

っ

た
り
、

新
聞
に
「
党

報
が
堕
落
し
た

」

「
フ
ァ

シ
ス

ト

機

関
紙
に

改
名
し

ろ

」
と
書

いて

、「
編
集

者
ゲ

ッ
．

ペ

ル

ス

」
宛

送
っ

た

り

し

た。

章

を

掲

載
し

て
、

周
恩
来

の
後

継
者

と
見

ら
れ

て

い
た郵

小

を

ひ
ど

く
非
難

し
た
。

ま

た

、

鎮
圧の翌

日

に

社

説
『

牢

牢
掌
握
闘
争

大

方
向
（

争

の

大

方

向

を
し

っ
か

り
掌
握
せ
よ
）
』

を

掲

載

し
て
、

階

．
級

闘

争

を
強
く

調
し
て
い
た

。

　

さ

ら

に

ま

た
、
四
月
八
日

に

華
国

鋒
の

党
中

央

第
一
副

主

と総 理就
任、郡小平の完 全 な失脚を報じると同時

、 ・四月五日の 天安 門 広場で の 鎮

に つ

て『天安門広場的反革命政治事件』

いう見 出 しで 初 め て 報 道し 、 抗 議

活
に参加した市民を「反革命分子」と呼んで、厳しく非難した
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明
星
大

学
研
究
紀
要
【

日

本
文
化
学
部
・
言
語
文
化

学
科
】

第
十
三

号

　
二

〇

〇

五

年

　

こ

れ

ら
の

記

事
と

紙
面

は

『

人

民

日

報
』

の

歴
史
に

恥

の
一
ペ

ー

ジ

と

し

て

残
さ

れ

る

と

と

も

に、
『

人

民

日

報
』

の

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

た

ち

を

深
く

反

省
さ

せ

た
。

十
三

年
後
の

二

回

目

の

「

天

安

門
事
件
」 、

い

わ

ゆ

る

「

民

主
化
要

求

運
動
」

の

際
、

『

人

民

日

報
』

が

異
な
っ

た

姿
勢
を

示

し

た

遠
因
の

一

つ

は
一

九
七

六

年
の

教
訓
で

　
　

　

　
　

　

　
（
201）

あ
っ

た

と

思

わ

れ

る。

四
、

『

人

民
日

報
』

の

紙

面

に

つ

い

て

の

ま
と

め

　

党
報
と

し

て

の

『

人
民

日

報
』

（

中
国
の

ほ

と

ん

ど

の

新
聞

も

同

じ
）

の

新
聞
紙

面

構
成
の

変
化

は

政
治
情
勢
と

の

関

係
が

非

常
に

密
接
で

あ

り
、

よ

り

純
粋
な

新
聞

編
集
論
上
の

紙
面

分
析
は

ほ

ぼ

不

可

能
で

あ

る
。

一

方、

時
宜
性
が

あ

ま
り

重

視
さ

れ

て

い

な
い

こ

と、

広
告
が

少
な

く

広
告
す
ペ

ー

ス

を

あ

ま

り

考
慮
す
る

必

要
が

な

い

こ

と

な

ど

の

た

め、

紙
面
の

編
集
者

は

よ

り

ゆ
っ

た

り

と

紙
面
の

構
成
を

考
え

て

作
成
す
る

こ

と

が

で

き

る

の

で、
『

人

民

日

報
』

を

初
め

と

し

て
、

各
紙
と

も

紙
面

構
成

に

相
当

な

注
意
を

払
い
、

て

い

ね

い

に

作
る

こ

と

が

可

能
で

あ
っ

た
。

長

期
に

渡
る

政
治
の

嵐
の

中
で

も、

新
聞
の

紙
面
構
成
の

こ

と

は

よ

く

研

究
さ

れ
、

で

き

る

だ

け

完
全
な

も

の

に

し

よ

う

と

し

て

い

る

の

が

事
実
で

あ

る
。

こ

れ

は

充
実
期
の

中

国

新
聞
の
一

つ

の

特
徴
か

も

し

れ

な
い

し、

新
聞
の

内
容
よ

り

紙
面

構
成
の

方

が

成

熟
し

て

い

る

と

見

ら

れ

る
一

つ

の

原

因
で

あ

る

か

も

し

れ

な

い
。

後
書
き

　
中
国
新
聞

の

紙

面

に

お

け

る

二

大
源
流
の

融
合
に

つ

い

て

　

中
国

新
聞
の

紙
面

は、
『

題

奏
事
件
』

や

「

京
報
」

の

よ

う

な

冊

子

型
と
、

『

香
港

船
頭
貨
價
紙
』

の

よ

う
な

近

代
型

の

二

つ

源
流
が

あ

る

と
い

え

よ

う。

い

ろ
い

ろ

試

行

錯
誤
の

う

ち、
『

申
報
』

の

時
代
に
、

西

洋
型
の

大

判
新
聞
の

紙
面

す

る

適
応

す

132

る

中
国

語
新
聞
の

今
の

形
が

や
っ

と

出
来
上

が

っ

た
。

こ

れ

は

実
際、

そ

の

二

大

源

流
の

融
合
の

過

程
で

も

あ

る

と

考

え

て

い

る
。

そ

し

て

日

本
の

初
期
新
聞
の

紙
面

構

成
と

の

比

較
研

究
と

と

も

に

今
後

の

課
題
に

し

た
い

。

註本
稿
は

田

村
・
和
田

両
先
生
を

は

じ
め

と

し

て、

関
係
者
の

方
々

に

よ

る

特
別
の

ご

配
慮
で

掲
載
す
る

二

と

が

で

き
こ

と

は、
「

上
」

で

述
べ

た

と

お

り

で

あ

り、

誠
に

感
謝
し
て

い

る

と

と

も

に、

慶
應
義
塾
大

学
経
済

学
部
の

駒
形

哲
哉
先
生
に

は

忙
し

い

中、
ネ

イ

テ
ィ

ブ

チ
ニ
ッ

ク

を
引
き

受

け

て

い

た

だ

き、

感

謝
の

意

を

表
し

ま

す。

（

75
）

　
『

清
末
四

十
年
申
報
史
料
』

二

四

頁

（
76）
　
『

中
国
新
聞
史
（
古
近
代
部
分）
』

　一

＝
頁

（
77）
　
『

中
国
近
代
報
刊
史
』

四

三

頁

（
78）
　
『

清
末
四

十
年
申
報
史
料
』

八

二

頁
参
照

（
79）
　

同
前
一
〇
〜
一
二

頁

（

80
）

　
『

簡
明
中
国

新

聞
史
』

一
八

三

頁
に

よ

る

と、
正

式
の

副

刊
の

登

場
は
｝
九

〇
〇
年
に

日

本
人
が

　

創
立

し
た

『

同

文
港
報
』

の

付
属
頁
と

も

雷
わ

れ

て

い

る。

（

81
）

　

曾
虚
白
『

中
国
新
聞
史
』

　一
四

二

頁

（

82
）

　
『

中
国
新
聞
史
（
古
近
代
部
分）
』

　一
〇
一
頁

（
83
）

　

同
前
一
〇
八

頁

〔
84
）

　
『

中
国
近
代
報
刊
名
録
』

一
二

〇
頁

（
85）
　
『

中
国
新
聞
史
』

　一
四

二

頁
参
照

（

86
）

　
〔
『

中
外
公
報
』

と
も

呼
ぶ。

曾
虚
白
『

中
国
新
聞
史
』

九
八

頁
）

（

『

中
国

近

代
報
刊
名
録
』

七

八

　

頁
は

隔
日

刊
と

記
載
V

（
87
）

　
『

中
国
近
代
報
刊
名
録
』

八

四

頁

（
88
）

　

同
前
一
八

八

頁

（
89
）

　

同
前
二

〇
七

頁

（
90
）

　
『

中
国
的
報
刊
』

二

〇
四

頁

（
91）
　

同
前
｝
一
九
頁

（
92
）

　

同
前
二

六

四

頁

（
93
）

　

安
岡
『

人
民

日

報
回

憶
録
』

四
｝
〜
四

二

頁

（
94
）

　

李
荘
『

人
民

日

報
回

憶
録
』

五

〇
頁
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（

95）
　
近
年、

中
国

で

全

国

紙
だ

け

で

も、
二

百

十
二

紙
ま

で

（

二

〇
〇
二

年
の

統

計
に

よ

る）

増
加

し、

　
　
競
争
は

激
し

く、

も

は

や

共

産

党
や

政

府

系
の

新
聞

「一
紙
独
占
」

の

時
代
で

は

な

く

な
っ
た。
そ

　
　
れ

に

し

て

も、

世

界

新
聞
協

会

の

二

QO

三

年
統
計
に

よ

る

と、

人

民
日

報
の

発

行
部
数

は

百

八

十

　
　
六

万

部
で

あ

る。
し

か

し、

人

民

日

報

の

HP

で、

現
在
人
民

日

報
社
が

発
行

し

て

い

る

新
聞
は、

　
　
本
紙
の

『

人
民

日

報
』

と

そ

の

「

海
外
版
」

以

外
に

『

市
場

報
』

『

華
東
新

聞
』

『

華
南
新
聞
』

『

京

　
　
華
新
聞
』

『

江

南

時
報
』

『

証

券

時
報
』

と

『

国
際
金

融
報
』

を

発
行

し

て

お

り、

そ

の
一．
八

六

万
部

　
　
の

発
行

数
が

『

人

民

日

報』
の

数
字
で

あ

る

か

ど

う
か

に

つ

い

て、

発

表
さ

れ

て

い

な
い

。

（

96）
　
『

十
三

届
三

中

全

会

以

来
重

要
文

献
選

讀
・
上

冊
』

　

＝
ハ

九
頁

（

97）
　
同

前
・
下
冊

八
一
五

頁
と

八
一
六

頁

（

98）
　
李
荘

『

我
在

人

民

日

報
四

十

年
』

　一
〇

〇
頁

（

99）
　
王

英

秀

『

人

畏

日

報
回

憶

録
』

九
六

頁

（

 ）
　
銭
江

「
『

人
民

日

報
』

　一
九

五

六

年
的
改
版
・
新
聞
研

究

資
料
」

総
四

三
・
一
頁、

王

英

秀
『

人

　
　
民
目

報
回

憶
録』
九

九

頁

（

刪）
　
「

強

勢
」

な

ど

の

新
聞

紙
面

に

お

け

る

編

集

的

理

論
は、

拙

稿
の

『

中
国

の

新
聞
紙
面

研

究
に

つ

　
　
い

て

の

考
察
（
下）
』

（
本
紀
要

第

十
一
回

載
〔
平
成

十
五

年
三

月
二

十
五

日

発
行〕
）
を

参
照
の

こ

　
　
と。

（

201）
　
拙
稿
「

中
国

の

新
聞
紙
面

に

つ

い

て

の
　
考
察
　

　一
九
八

九
年

四

月

〜
六

月

の

『

入

民

日

報
』

　
　
を

中
心

に
」

を

参
照
の

こ

と。

参
考
文
献
（
「

上
」

に

載
っ
た

文

献

は

省
略
す

る。）

中
国
語
文
献

方
積
根
等

　
『

海
外
華

文

報
刊
的

歴

史
与
現
状
』

（
新
華
出
版
社
・
北
京
・
一
九

八

八

年）

鄭
貞
銘
　
『

新
聞

採
訪

与

編
輯
』

（
三

民

書
店
・
台
北
・
民

国
七

九
年

＝

九

九
〇
年］）

鄭
興
東
等

　
『

報
紙
編

輯
学
・
修

訂

版
』

（

中

国
入

民

大
学
出
版
社
・
北
京
・
｝
九
八

八

年）

李
荘

　
『

我
在
人
民

日

報
四

十
年
』

（
人

民

日

報
出
版
社
・
北
京
・
｝
九
八
二

年）

．
人
民
日

報
報

史
編
輯

組

編
　
『

人

民

日

報
回

憶
録
』

（

人
民

日

報
出
版
社
・
北

京
ジ

一
九
八

八

年）

安
崗

　
『

新
聞

論
集』．
（
天

津
入
民

出

版

社
・
天

津
・
一
九

八

二

年）

徐
載
平
等

『

清
末
四

十

年

中
報

史

料
』

（

新

華
出
版
社
・
北
京
・
一
九
八

八

年）

四

川
人
民

出
版

社

　『
新
華
口

報

的

回

憶
』

（
同
社
・
成
都
・
一
九
七

九
年
）

韓
辛
茹

　
『

新

華
日

報

史
』

　
（

重

慶

出

版
社
・
重
慶
・
一
九
九
〇
年）

中
国
人
民

大

学
新
聞

系

／

黄
河
・
張

之

華
編

著
　
『

中
国

人
民
軍
隊
報
刊

史
』

（

解
放
軍
出
版
社
・

　

　

六

年）

張
静
廬
輯
注

　
『

中
国

現
代
出
版

史

料
・
丁
編
』

（
中
華
書
局
・
北
京
・
一
九
五

九
年）

一
九
八

中
国
語

新
聞
の

紙
面

編

集
の

史
的

考

察

（

下）

馬

　
　

挺

徐
培
汀
・
譚

啓
泰
編

著

　
『

新
聞
心

理

学
漫
談
』

〔
新
華
出
版
社
・
北
京
・
一
九
八

八

年
）

鄭

興

東

　『
試
論
版

面

語

言
』

（
『

新
聞

学
論
集
・
第
一
輯
』

〔
中
国

人
民

大
学
新
聞
系
同

誌

編
輯
組
編
・
中

　

　
国

人

民

大

学

出

版

社
・
北
京
・
一
九
八

〇
年）

　
同

　

　『
版
面

編

排

与
讀
者
心

理
』

（
同
上

誌
・
第
七
楫
・
一
九
八

三

年）

龍
書
玉

　『
報
紙

版
面

中
的
綫
条
及

其
運

用
』

（
同

上
誌
・
第
一
二

輯
・
一
九
八

七

年）

包

慧

　
『

談

報
紙

編
輯

工

作
的
特
性
』

（
同
上

誌
・
第
三

輯
・
一
九
八
一
年）

劉

建
明

　『
編
写

『

中

国
現
代
新
聞

史
』．
若
干

問

題
浅
見
』

（
同

上

誌
・
第
三

輯

二

九

八
一
年）

熊

復
　
『

新

華
日

報
的

歴
史
地
位
及

共

特
点
』

（
同

上
誌
・
総
九

輯
・
新
華
出
版

社
・．
一
九

八
一
年）

黄

河
・
張
之

華

　
『

巾

国
工

農

紅
軍

報

刊
概

貌
』

（

同
上

誌
・
総
一
九

輯
・
中
国

社
会
科
学

出
版

社
・
北

　

　
京
・
一
九

八

三

年）

銭
江

　「
『

人

民

日

報
』

一
九
五

六

年
的
改
版
」

（

同

上

誌
・
総
四

十

三

輯
・
中
国

社

会

科
学
出
版

社
・
一

　

　
九
八

八

年）

新
聞

研

究

所

中

国
報

刊
史
研
究
室

　
「

延

安

『

解
放
日

報
史
』

大

綱
」

〔
同

上

誌
・
総

十
七

輯
・
中
国

社
会

　

　
科

学

出

版

社
・
一
九
八

三

年）

鮑

燦

　
『

北

京
風

波
中

部
分

報

紙
版
面

大

事
記
（
上）
』

（
同
上

誌
・
総
五

十

輯
・
中
国

社
会

科
学

出
版

　

　
社
・
一
九

九

〇

年）

工

敬

東
・
周

鳳

　
「

早

期
『

申
報
』

業

務

創

新
拾

零
」

（
同

上

誌
・
総
五

十

三

輯

二

九

九
一
年）

王

甫

　『
報

紙
版

面
中
的
形
及

相
互

関

係
』

（
同

上

誌
・
総
第
九

期
・
一
九

八

六

年）

藩

掌
榮

　『
論

報
紙
版

面
形
式
』

（
同

上

誌
・
一
九
八

七

年
四

号
）．

叶

春
華

　
『

怎
様
組

織
版
面

（
上、

下）
』

（
『

新
聞

大

学
』

・
第
五、

六

期
・
上

海
復

旦

大
学
出

版
社
・
一

　

　
九

八

三

年）

　
同

　
　

『
試

論
報
紙
的
編
輯
方
針』
（
同

上

誌
・
第
八

期
・
　
九
八

四

年
）

潘

玉

鵬

兪
月

亭

史
履
新

孫
玉

華

劉
仁
榮
主

編

中

共
中

央
文
献

研
究

室

　
　
京
・

同

書
編
委

会
・
編
輯
部

人

民
網

　
　
月）

『
報
紙
版
紙
和
讀
者
心

理』
（
同
上

誌
・
第
九
号
・
　
九
八

五

年
）

『
論
報
紙
編

輯
工

作

的
特
性
』

（
同

上

誌
・
第
十
二

号．・
一
九

八

六

年）

『
報
紙
版
面

合
成
及

其
風

格
』

（
同

上

誌
・
第
十
四

号
・
一
九

八

七

年）

杜

文

鐸
主

編

　
『

簡

明
中

国

近

代
史
』

（
福
建
人
民

出

版

社

二
九

八

六

年）

　

　
『

中
国
革
命
簡

史
』

（
湖

南
大

学

出

版
社
・
一
九

八

六

年）

　

　
　
　
　

　
『

十
｝
届
三

中
全
会
以

来
重

要

文
献

選
讀

（

上
・
下
）

』

（
人

民
出

版
社
・
北

一
九

八

七

年）

　

　
　
　
　

　
『

新

聞
工

作

手

册
』

（
新

華
出
版
社
・
一
九

八

五

年）

耳
8n
丶＼
毛

ヨ
く

も
Φ

o
且
Φ「
60

日
h
口＼
Ω

団
＼一
〇一
。。

お
認
昭
＼

N

竃
霧
＼

5
畠

Φ

×°
葺

巨
（
二

〇

〇
四

年
十133
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明
星

大

学
研
究
紀
要

【

日

本
文

化

学
部
・
言

語

文
化
学

科
】

第
十

三

号

　
二

〇
〇
五

年

134

王

学
文

　
『

中
国

伝

媒

結

構
与

市

場

枌

額
分

析
』

耳
琶

ミ
亳
ぞ
≦」
°・冖
⊆

母
ニ

ヨ
Φ

屮

8
ヨ’
8
≧

三
コ

窃
ミ

斗
ロ

雪冖陣
丶

89

ぞ

暮
σq
丶

 

O

凸
 

の゜
毎
ヨ

　
　
十

月
）

（
二

〇
〇
四

年

日
本
語

文
献

布
施
茂
芳
　
『

世
界

が

注

目

し

た

血

の

弾
圧
』

（
『

新
聞
研

究
』

一
九

八

九
年
八

月

号）

高
橋
実

　
『

中

国
・
天

安
門
事
件
の

「
期
待

報
道
」

』

〔『
ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

研

究
』

・
一
九
八

九

年

十

月

号）

読
売
新
聞

社

中
国
特

派

員
団
　

『
天

安
門
燃

ゆ

1
激
動

の

北

京
現
地
報
告
』

（

読

売

新
聞
社
・
一
九
八

九

　
　
年）

山
本
賢
二

　
『

中
国

の

新
聞
の

読

み

方
』

（

大

学
書
林
・
昭

和
六

十
二

年
［
二

九
八

七

年
］

）

矢
吹
晋

編

著

　
『

天

安
門
事
件
の

真

相
（

上
・
下）
』

（

蒼

蒼
社
・
一
九
九
〇

年
）

　
同

編

訳

『

チ

ャ

イ

ナ
・
ク

ラ

イ

シ

ス

重

要
文

献
（

第一
・

二

巻）
』

（
蒼
蒼
社
・
｝
九
八

九

年
）

胡

縄
著

　『
中
国

近

代
史

　一
八

四

九
〜
一
九
二

四
』

（
原

書
『

帝
国
主

義
与

中

国
政
治』
人

民

出
版
社

　
　
一
九

五

五

年
／

小

野
信
爾

等
訳

　
平
凡

社
選
書
・
平
凡

社

　一
九
七

四

年）

芝
田

稔
・
鳥

井
克
之

共

訳
　
『

中

国

現
代
史
　
　

革
命
と

建
設
の

蕃
本
問

題
』

（

関

西

大

学
東
西

学

術
研
究

　
　
所
・
昭

和
六
二

年
／

原
書
冖
馮
玉

忠
主

編
『

中
国

革
命
与
建
設
的
基

本
問
題
』

遼
寧
人
民

出
版

社）

藤
田

正

典

編

　
『

中
国
共
産
党

　
新
聞
雑
誌

研
究
』

（

ア

ジ

ァ

経
済
研
究

所

　一
九

七亠
ハ

年）

拙

稿
「
中

国
の

新
聞
紙
面
に

つ

い

て

の
一
考
察

−
一
九
八

九
年
四

月

〜

六

月
の

『

人
民
日

報
』

を

中
心

　
　
に」
（

「

専
修
大

学
人
文
科
学
研
究
所
月

報
」

一
五

三

号

　一
九
九

三

年
四

月）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

Meisei 　


